
 1 

トルエン（CAS no. 108-88-3） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

トルエンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、生殖影響及び視床下部

―下垂体―副腎軸への作用を示すこと、疫学的調査の報告において、視床下部―下垂体―生殖腺軸

への作用及び視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Tsukahara ら(2009)によって、トルエン 0.0912±0.0092、0.90±0.02、9.10±0.20ppm(チャンバー内

空気中測定濃度)を妊娠 14.5 日目から５日間(１日 90 分間)吸入ばく露した LE ラットへの影響

が検討されている。その結果として、0.90ppm 以上のばく露群で雄胎仔血漿中テストステロン

濃度、雄胎仔精巣中 3β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲナーゼ発現量の低値が認められた。 

また、トルエン 0.90±0.02ppm(空気中濃度)を妊娠 14.5日目から５日間(１日 90分間)吸入ばく

露した LE ラットへの影響が検討されている。その結果として、雄胎仔精巣中 3β-ヒドロキシ

ステロイドデヒドロゲナーゼ mRNA相対発現量の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：テストステロン量の減少 

 Andersson ら(1983)によって、トルエン 1,500ppm(チャンバー内空気中測定濃度)を３日間(１日

６時間)吸入ばく露した雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、視床下部中

カテコールアミン濃度の高値が認められた。 

また、トルエン 80、500、1,500、3,000ppm(チャンバー内空気中測定濃度)を３日間(１日６時

間)吸入ばく露した雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、視床下部中カテ

コールアミン濃度、血清中プロラクチン濃度の用量相関的高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体（プロラクチン分泌刺激作用） 

 

(２)副腎影響 

 Hsieh ら(1991)によって、トルエン 20、100、500ppm(飲水中設定濃度)(=５、22、105mg/kg/day

に相当)を 28 日間飲水投与した成熟雄 CD-1 マウスへの影響が検討されている。その結果とし

て、20ppm 以上のばく露群において視床下部中ノルエピネフリン濃度の高値、500ppm のばく

露群においてコンカナバリン A 誘導性脾臓中 T-リンパ球インターロイキン-2 産生能の低値、

血漿中副腎皮質刺激ホルモン濃度、血清中コルチコステロン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―副腎軸への作用 

 

示唆された作用 
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(３)疫学的調査 

 Svensson ら(1992a)によって、トルエンについて、スウェーデンにて 1987 年に血清中ホルモン

濃度への影響が検討されている。その結果として、トルエンばく露群(輪転グラビア印刷作業

従事者男性 20 名、平均年齢 48.2 歳、勤続年数中央値 25 年、平均トルエンばく露濃度時間加

重中央値 36ppm、血中トルエン濃度中央値 1.7μmol/L、脂肪組織中トルエン濃度中央値 5.7mg/kg)

と対照群(有機溶媒非ばく露群としてマーガリン製造又はゼラチン抽出を業務とする男性44名、

平均年齢 39.0 歳)との比較において、ノンパラメトリック分析による血清中卵胞刺激ホルモン

濃度、血清中黄体形成ホルモン濃度、血清中遊離テストステロンの低値、血清中遊離トリヨー

ドサイロニンの高値が認められた。また、多重回帰分析による血中トルエン濃度と血清中プロ

ラクチン濃度とに負の相関性が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、視床下部―下垂体―甲

状腺軸への作用（ドーパミン、ノルアドレナリンへの影響を介した視床下部のホルモン分泌へ

の影響） 

 Svensson ら(1992b)によって、トルエンについて、スウェーデンにて 1987 年に血漿中ホルモン

濃度への影響が検討されている。その結果として、トルエンばく露群(輪転グラビア印刷作業

従事者男性 47 名、平均年齢 44.4歳、時間加重平均トルエンばく露濃度 80ppm 未満、血中トル

エン濃度はシフト勤務後 0.19～7.99μmol/L 及びシフト勤務前 0.05～0.83μmol/L)と対照群(有機

溶媒非ばく露群として金属会社又は医療施設に勤務する男性 46名、平均年齢 43.5歳)との比較

において、ノンパラメトリック分析(40歳未満に限定)による血漿中黄体形成ホルモン濃度、血

漿中卵胞刺激ホルモン濃度の低値が認められた。また、ばく露群のケンドール順位相関係数分

析において、現行トルエンばく露濃度と血漿中黄体形成ホルモン濃度、血漿中卵胞刺激ホルモ

ン濃度、血漿中テストステロン濃度とに負の相関性が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用（ドーパミン、ノルアド

レナリンへの影響を介した視床下部のホルモン分泌への影響） 

 Xiao ら(2001)によって、トルエンについて、中国浙江省の一都市にて 1994 年から 1996年にか

けて精子質への影響が検討されている。その結果として、ベンゼン、トルエン、キシレンばく

露群(既婚男性作業従事者 24 名、職場空気中平均濃度としてベンゼン 103.34mg/m
3、トルエン

42.73mg/m
3、キシレン 8.21mg/m

3。このうち 11 名で血液中にトルエンが検出され、幾何平均濃

度 1.42μmol/L、６名で精液中にトルエンが検出され、幾何平均濃度 0.22μmol/L)と非ばく露群(既

婚男性作業従事者 37 名。年齢、勤務年数、結婚年数、喫煙年数、日毎喫煙数、飲酒年数、日

毎飲酒量についてばく露群と有意差なし)との比較において、精子活性、精子アクロシン活性、

精液中 γ-グルタミントランスアミナーゼ活性、乳酸デヒドロゲナーゼ C4相対活性の低値が認

められた。また、重回帰分析において、血液中トルエン濃度と精液液化時間とに正の関連性、

精液中トルエン濃度と精液中乳酸デヒドロゲナーゼ C4相対活性とに負の関連性が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 
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